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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本論文は、可視領域全体にわたる高効率な狭帯域発光の実現を目的とし、汎用的な含窒素複素環

とホウ素を組み合わせた縮合多環π共役分子の合理的設計、ならびに光物理的特性および有機発光

ダイオードにおける電界発光特性について体系的な検証を行ったものである。本研究で得られた知

見は、有機半導体ならびに発光デバイスの高機能化に向けて有益なものであり、機能材料化学およ

び物理有機化学上価値ある業績であると認める。よって本論文は博士 (工学) の学位論文に値する

ものと認める。 
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